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＜連絡事項＞

· 7/28（火）13:30～症例検討会・行動制限最小化委員会があります。資料作成のご協力お願いします。

· 江刺家　陽輝様～御家族の受け入れ態勢整ったことから、本日11:00退院となっていま

す。

· 中島　純子様～本日9:30～明日18:00まで外泊となっています。

昨日希死的な発言ありましたが、Ｄｒは旦那様が一緒であれば良いと許可を出しています。旦那様と本人へは調子が悪い時は早めに戻ってきても良い事を伝えています。

· 大湯　輔様～本日17:30～明日17:30まで外泊となっています。

＜患者様連絡事項＞

· 中島　純子様　不安時　屯用薬　ソラナックス2Ｔ3回/日　21回分処方となる。

　　　　　　　　疼痛時　屯用薬　カロナール1Ｔ　2回/日　14回分処方となる

　　　　　　　　　シンラック液1本処方となる。

・中村　清枝様　　11：30　胸部の苦しさを訴えニトロール（5）1Ｔ　服用されています。

　　　　　　　　　胸部の苦しさはすぐに消失しています。

・川村　敏也様　　本日、保護者の弟さま来院面談実施し8月下旬位に退院予定。退院後は県営住宅に一人暮らしの予定。自宅へ行き退院前訪問指導を行っています。本人外泊拒否していますが退院前の訓練の必要性説明し弟様の協力あり明日26日9：00まで外泊となっています。

　　　　　　　　　　家の中の生活環境
・玄関・居間・鏡のガラスが割れダンボール・ガムテープで補強してある。

・本人、居間で過ごすことが多くコタツで入床している。コタツのそばにガラスの破片あり。

→就床する場所を検討し布団で休むように指導するが本人「コタツがよい」と話す。

・郵便受けには滞納してある電話・家賃等の書類がたくさん入っており本人と一緒に確認する。

・炊飯器の米にかびが青くびっしり繁殖しており冷蔵庫の中の食品も腐敗し悪臭あり。

→炊飯器は弟様と購入する。

　　　　　　　　　指導・助言内容

①睡眠について：病院での生活パターンと同じように（23時就床・6時就床）と本人と話し合う。日中に何もしないで考え事をしていると話すためデイケアの紹介を行う。

②服薬について：入院時、怠薬で病状悪化したことを振り返る。1週間分セットできる服薬ボードが居間の棚の上に無造作に置かれているため本人の目に付きやすい場所へ貼り弟様へ服薬の確認を必ずしていただくこと説明する。帰院時、服薬ボードを病棟へ持参するように伝える。

③金銭管理：浪費傾向（レンタルＣＤの滞納・本の大量購入・飲酒）あり姉様の支払い（タクシー代3万6090円）・電話代・家賃の滞納もある。本人・弟様と話し合い社会福祉協議会の権利擁護事業を利用し金銭管理を依頼する予定。（水道・電気等の支払い・姉様の支払い等）　本人へは食費等の生活費を管理していただく。現在、支払いは通帳引き落としではなく振り込みとなっているがすべて引き落としとすること検討している。（八戸福祉事務所　下田氏とも検討していく予定）

④飲酒はしないように説明すると本人「はい」と話している。

⑤姉様について：現在、入院中であり本日、弟様が面会されたところ退院の予定はなく姉様は弟様の迷惑になるため施設入所を考えていると情報あり。退院後、姉様より電話が頻回にあり困る場合は相談するように伝えている。

今後の問題点
今後は弟様は現在東京に戻り弟様自身も自営業・不況で生活に苦しいため「面倒はみれない。生活保護で一人暮らしをして欲しい」と話している。怠薬により再発する可能性あり。

利用できる社会資源

・精神障害者福祉手帳

→本人・弟様へバスが無料になることなど説明し書類記入している

・訪問看護

→本人より拒否あるが弟様からも利用すすめられ書類記入している。

・デイケア→拒否強いが見学からすすめていくことで本人了解している。

・青明舎の訪問

・社会福祉協議会の権利擁護事業を利用し金銭管理を依頼する予定。

・八戸福祉事務所　下田氏へ家賃の支払い・ガラスの修理について山田

PSW確認予定。

・ヘルパー利用は本人拒否

→今後、八戸福祉事務所・社会福祉協議会等も含め話し合いの場を山田PSW設定予定。生活保護の担当者と姉様の情報交換も行っていく。

＜日常生活支援評価・検討＞

八森　正様

支援ポイント：「物の収集、洗濯物の生乾きの有無」

汚染衣類や生乾きの物をチェストにしまい込んでいることは無い。

新聞紙がチェスト内に多く入っており、介入要している。

定期的な介入必要。

岡田　石子様

　　　支援ポイント：「保清面、ベッド周辺、チェスト周辺」

　　　　　ベッド周辺の乱雑さは無いが、本人は「あまりきれいに出来ていない」と自己評価。

入浴では、右手ギブス固定おり主治医よりシャワー浴の許可が出ているものの、本人拒否にて1回/週程度での入浴となっている。

その都度の介入が必要。

西川　和恵様

　　　支援ポイント：「全体的な見守り、援助、介入」

　　　　　コップの汚染は目立っており、促しで洗っている。チェスト内の衣類はたたまずしまっており、介入要す。

　　　　　介入に対し時折強い拒否や口調の荒さが見られることあり。

　　　　　定期的な介入必要。

佐藤　幸男様

支援ポイント：「全体的な見守り、介入」

　　　　  洗濯は行うことが出来ている。周囲に協力を求めることあり。

　　　　  ベッド周囲、チェスト内は比較的整理されており、乱雑さは無い。

　　　　  その都度の介入必要。

古舘　正行様

　　　支援ポイント：「入浴時の更衣、洗濯の促し・見守り」

　　　　  入浴はすすんで行っており問題無いが、更衣や洗濯は自ら行うこと出来ず、介入要している。

　　　　チェスト内は衣類がたたんで収納、整理出来ていることを評価している。

　　　　その都度の介入必要。

林　田鶴子

　　　支援ポイント：「ベッド周辺、保清面」

　　　　　チェスト内は整理されているが、ベッド周辺の乱雑さ著明。促しで行うことは出来ている。

　　　　　入浴は、時折拒否あり。１～２回/週で入浴される。浴後洗濯は出来ている。

　　　　　その都度の介入必要。

新井　圭次様

　　　支援ポイント：「入浴、更衣、全体的」

　　　　　入浴、更衣、洗濯すべてスタッフの促しで行っている。強い拒否は無い。

　　　　　自室内は比較的きれいに保たれている。

定期的な介入必要。

佐々木　淳様

　　　支援ポイント：「ベッド周辺の乱雑さ」

　　　　　ベッド周辺の乱雑さ目だっており、介入要している。促しに対しての拒否は無く、ゆっくりと片付けている。

その都度の介入必要。

